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教科等研究会（小学校家庭科部会） 

令和３年度 研究活動のまとめ 

１ 研究テーマ 

 

 

くらしをみつめ、家族や地域の一員として 

生活をよりよくしようと工夫する児童の育成 

～児童が達成感をもち、家庭での実践につながる授業づくり～ 

２ 研究経過 
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３ 研究の概要 

(1) 研究の内容 

 ア 夏季研修「消費者教育について」の講話と「防災食」についての講話・実習 

   「消費者教育」ついては、県の消費生活課から内村 恒子講師をお招きして講話を行った。学習指 

導要領解説小学校家庭科編では、「買い物の仕組み、売買契約の基礎」中学校では「クレジットカー 

ドなどの三者間契約」について、自立した消費者を目指し教育を行う必要があることを確認した。自 

立した消費者とは①被害にあわない消費者②合理的意思決定のできる消費者③社会の一員として、よ 

り良い市場と、よりよい社会の発展のために、積極的に関わろうとする消費者である。今回は自立し

た消費者を目指すための授業に活用できる資料等の紹介や実践に活用できる内容であった。 

  「防災食」については、益城町保健福祉センターより塚田千尋講師をお招きして、熊本地震の際、 

水がなく調理に困ったことや、たんぱく質やビタミンの栄養不足、離乳食が不足した経験等を元に、 

それを改善するための、鍋一つで調理できる袋を使った料理の実習を行った。被災した際の有効で、 

普段の備えについても詳しく研修することができた。 

った。 

  

   

 

 

 

  イ 授業実践 

    題材名 ６年「まかせてね 今日の食事」（開隆堂） 授業者 吉田 幸広 教諭  

   本題材は、小学校家庭科の調理学習の総まとめとして位置づけられ、それまでの知識や技能を 

生かし、一食分の献立を考え、調理をする力を高めることをねらいとしている授業に取り組んだ。 

家庭科の授業においては昨年度から感染症予防のため、調理実習ができていない学校が多い。そ 

の中で児童に感染症予防をしながらどんな実習ができ、技能の習得を図っていくのかという点も、 

授業づくりをする中での視点において研究協議を行った。また、家庭科の授業の中での「見方・ 

考え方」にも視点（献立を作る際の相手意識）を置いた授業づくりを行った。 

     

(2) 成果と課題 

  ア 夏季研修「消費者教育について」の講話と「防災食」についての講話・実習 

   ○講師から消費社会についての現状を聞き、消費教育の重要さを実感した。 

   ○熊本地震の経験から得た学びを、次に生かすための防災教育について知る機会となった。 

   ●感染拡大状況のため、実習・試食ができず、見学のみとなったことが残念だった。 

  イ 授業実践（題材名 ６年「まかせてね 今日の食事」） 

   ○単元導入で献立作りの目的意識を確認することで、献立作りをレベルアップする際に、自分の生活 

経験をもとにした発言があり、生活に生かすという視点を子どもたちにもたせることができた。 

  ○栄養教諭の中山先生と打ち合わせを 2回行い、事前に全児童の献立に目を通し、実態把握を行った 

   ことで、学級担任と専門的な知識を持った栄養教諭で協力しながら個別支援を行うことができた。 
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   また、児童の意欲も高まった。 

 ○単元を通して、学びの足跡が残るシートの工夫があり、子どもの思考の手助けとなっていた。 

  ○感染症予防という視点において、調理実習の際の配慮工夫点について実践校の取り組みを聞くこと 

   ができた。 

   ●子どもの目的意識は具体的にすることと、何をもってレベルアップとするのか、基準についても検 

    討が必要である。 

●実習がすべてできないのでなく、何ができるかという視点で学びの保証を行う必要がある。 

例（コンロの操作について。湯を沸かす。材料の基本的な切り方の練習等） 

 

４ 実践事例 

(1) 授業の概要 

 題材名 ６年「まかせてね 今日の食事」（開隆堂） 授業者 吉田 幸広 教諭  

 本題材は、小学校家庭科の調理学習の総まとめとして位置づけられ、それまでの知識や技能を生か 

し、一食分の献立を考え、調理をする力を高めることをねらいとしている。栄養素や彩りだけでなく、 

食の安全性、地産地消、必要な分量、環境に配慮した買い物の仕方等も含め、計画を立てさせ、自ら 

の家庭生活をより良いものにしようとする態度を育てることをねらいとしている。 

 

(2) 学習構想案  
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(3) 授業研究・協議を終えて 

今回は、授業についてだけでなく、昨年度から一度も調理実習を行っていない実態があがり、コロナ 

禍において、感染症予防や衛生面を配慮した各校の実践を聞くことができた。協議の中で、コロナ禍の

なかにおいても、現６年生は必要な技能を習得しないまま、中学校に送り出すことがないようできるこ

とをしていく必要があることを確認することができた。また、部会のまとめとして、各校の「コロナ禍

における、食事や調理単元における取組の工夫」について実践まとめを行った。 

 


